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　 　  戸田市から東京都区内の荒川沿川地域の治水対策とし 　

　   て、令和12年度までの事業予定で進められている2つの 　令和元年東日本台風における荒川の水位上昇の実情

  　 調節池整備が、本市に及ぼしうるリスクの認識と、国へ 等から、未整備区間からの越水等によるリスクを想定

　   の具体的な働きかけを求め、市長に考えを聞きました。 した対策が必要であると認識している。

　本市としても事業中の治水対策が完成するまでの間

　　　囲繞堤の工事開始から調節池に水を入れることが出来 、堤防の安全性の向上対策を含めた治水対策のさらな

　　るようになるまでの間は、河川敷の幅が半分程度まで狭 る推進を、ねばり強く要望していきたいと考えている。

　　くなり、台風時などの水量が増えた際には、水位が上昇

　　し、越水リスクは増大する。昨年の東日本台風の状況を

　　考えると、調節池の工事よりも先に、堤防が低い区間へ

　　の対応がが不可欠であり、市として具体的な働きかけが

　　必要と考えるが市長の考えを伺う。

写真部分出典：荒川調節池工事事務所

荒川第2第3調節池事業
国土交通省

全体事業費見込み 約1670億円

堤防が低い区間
460ha

300ha

現状では工事期間に越水リスク増大？

こちらは別事業

川口の指摘

市長の答弁

国に対し要望書を提出へ！
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増水時に一時的に調節池に水

をためることで、東京を中心と

した荒川の下流域を洪水から守

るための事業です。

＊なお、掘削等は行われません。

この事業をご存知ですか？



る推進を、ねばり強く要望していきたいと考えている。


